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ヒラメ人工種苗の放流後の摂食と成長：

放流効果との関連性
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福島県沿岸において全長 100mm で毎年放流されているヒラメ人工種苗の摂食と成長を調査し

た。放流後 2 ～ 15 日後において、ヒラメの空胃率は 40%以上と高く、胃内容物は体重の 1%未

満であり、肥満度は約 10%低下し、全長の増加はほとんどみられなかった。その後、空胃率は

減少し、胃内容物は体重の 2 ～ 8%に増加し、肥満度は回復し、全長は 0.5 ～ 1.5mm/日の速度で

増加した。食物は共通して初期はアミ類であり、その後カタクチイワシなどの魚類に転換した。

アミ類の割合は放流時のサイズに関係なく時間経過とともに減少したことから、アミ類が放流後

の環境への馴化にとって重要であると考えられた。1 歳時におけるヒラメの回収率は放流年級間

で 4 ～ 11%と大きく変動した。この変異は放流後の成長速度によってある程度説明できたこと

から（r2=0.5）、放流後の成長が、生残や放流効果と関連していることが示唆された。


